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20歳 か ら50歳 代の成人男子 における排尿後尿洩れの発症率
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   A survey was conducted to investigate postmicturition dribble in the general adult male 

population. A questionnaire was sent to 3,034 clerical workers between 20 and 50 years of age living in 
urban areas of Hokkaido and Tokyo, and it was returned by 2,839 men (93.5%). The incidence of 

postmicturition dribble in the men in their 20s, 30s, 40s and 50s, was 11.5, 13.2, 19.4 and 26.9%, 
respectively. The overall incidence was  17.1%. Of those who had experienced postmicturition 

 dribble  ; 14.0% dribbled almost daily but the degree of postmicturition dribble was limited to spotting 
or wetting of the underwear in 93.2%. Therefore, 2.3% of all respondents answered that they had 
experienced postmicturition dribble almost daily. It is concluded that postmicturition dribble is fairly 
common in adult men. 

                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 407-410, 1997) 
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緒 言

排尿後尿洩れ(postmicturitiondribble)と い う症

状は,排 尿後,パ ンッにペニスをしまった後,ま た排

尿後一定の時間が経過 してから椅子に座った り,下 に

落ちているものを拾うため体を前屈 した り,自 転車に

乗って会陰部を圧迫したときに,外 尿道口から尿が洩

れる状態 をいう1・2)こ の排尿後尿洩れは,女 性の腹

圧性尿失禁や前立腺肥大症患者にみ られるterminal

dribble(排 尿終末時に尿 の切れが悪い)と 異なる,

男子にのみ認められる特異な尿失禁である.こ の病態

が,球 部尿道内残尿により引き起 こされること,そ し

て,そ の球部尿道内残尿量が,0.2～1.Omlで あるこ

とを,す でにわれわれは報告 した2)

排尿後尿洩れは,多 くは症状が軽度であ り,生 命を

障害する病態ではなく,一 般泌尿器科外来に受診する

患者は比較的稀である.そ のため,多 くの泌尿器科医

にとって注 目する病態ではない.し かし,日 常生活の

面で実際に悩んで,泌 尿器科医の治療 と指導 を希望し

ている排尿後尿洩れ患者がいるのは事実であるが,現

在まで,排 尿後尿洩れの発症頻度 を明らかに した報告

はない したがって,そ の実態 を明 らかにすること

は,排 尿異常 を治療 し指導す る泌尿器科医 にとって重

要 な課題であ ると考 える.そ こで,わ れわれ は20歳 か

ら50歳 代 の成人男子 を対象 と して アンケ ー ト調査 を行

い,排 尿後 尿洩 れ の発 症率,尿 洩れ の頻度 お よび程

度,発 現状況 などを検討 したので報告す る.

対 象 と 方 法

1995年9月 か ら1996年2月 にか けて,20歳 代 か ら50

歳 代 の成人男子で,北 海道都市部お よび東京在住の一

般事務系サ ラ リーマ ンを対 象 と して,ア ンケ ー ト調査

を行 った.対 象 は,薬 品卸業会社3社 の社員1,942人,

製 薬会社20社 の社員1,369人,映 像 製作 関連 会社5社

の社員1,100人 の 中,ア ンケー ト用 紙 を配布 した3,034

人 で ある.ア ンケ ー ト調査 で は,排 尿 後尿 洩れ の有

無,尿 洩れの頻度お よび程度,発 現状況 などに関す る

質問事項 に自己記入方式 で 回答 して もらった(Table

I).プ ラ イバ シーを守 るため,ア ンケー ト用紙 は無記

名 と し,原 則 として封筒 に入れ,直 接 回収 または郵送

による回収 を行 なった.

年 齢 と排尿後尿洩れ の発症率,頻 度 お よび程度 との

関係 は,Spcarman'srankcorelationtestを 用 いて統

計的 に検討 した.
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Table1.Questionnaire

1.年 齢 歳

2.こ れ までに,排 尿が終わったあと,少 し時間をおいて

から,自 然と尿がもれてパ ンツが濡れたことがあ ります

か?

(ある なし)

「ある」と答えた方への質問です。

(1)パ ンッが濡れる回数はどのくらいですか?

(過 去 に1～2回)

(月 に1～2回)

(ほ とん ど毎 日)

(年 に1～2回)

(週 に1-2回)

(2)尿 洩 れの程度はどの くらいですか?

(あったことすべてに○をつけて ください)

a.パ ンツにしみがつ く・濡れる

b.ズ ボンにしみがつ く 濡れる

c.そ の他()

(3)ど んなときに尿洩れが起こりますか?

(あったことすべてに○をつけて ください)

a.排 尿 を終えてパンツにしまった時

b.排 尿して トイレから出た直後

c,椅 子に座ったとき

d.物 に拾おうとして腰をかがめた時

し.重 いものを持ち上げた時

f.お 腹に力を入れた時

g.そ の他()

代 で20.0%,全 年 代 で は14.0%で あ った.「 週1～2

回 」の場合 も,20歳 代 で は9.1%,30歳 代 で は18,3%,

40歳 代 では19.3%,50歳 代 で は23.4%で あ った.年 齢

が高 くなるに従 って,尿 洩れ頻度 も有意 に多 くなった

(p<0.001)(Table3).

排 尿 後尿洩 れ の程度 に 関 しては,複 数 回答 であ る

が,「 パ ンッに滲 みがつ く ・濡 れ る」 程度 が93.7%で

あ った.尿 洩れの程度が強い 「ズボ ンに滲 みがつ く

濡れ る」程度 を経験 してい る人の割合 は,20歳 代 で は

18.6%,30歳 代 では17.0%,40歳 代 で は20.0%,50歳

代 で は29,0%で,全 年代 で は2L9%で あ り(Table

4),年 齢 が高 くなるにつれて,有 意 に尿洩 れの程度 も

強 くなる傾 向 を認めた(p=0.023)N

各 年 代 における排尿後尿 洩れ発現 の状 況 をTable5

に示 した.「 排尿 後パ ンツに しまった直後」が 各年代

を通 じて一番多か った.年 代 別で は,20歳 代 が91.0%

で あ り,一 番高 い頻 度 を示 した。つ いで,「 トイ レか

ら歩 いて 出 た直後」 が,22.9%～49.0%で あ った.

「椅 子 に座 った と き」 が ,1.0%一 一10.6%,「 腰 をかが

めた時」が,0.7%～13.8%で あ った.「 重 い ものを持

ち上げた時」 「お腹 に力 を入れ た時」 は20歳 代 で は認

め られなか ったが,30・-50歳 代 で それぞれ数%に 認 め

られた.

結 果

ア ンケー ト調査で,有 効 な回答がえ られたのは,20

歳 代686人,30歳 代824人,40歳 代790人,50歳 代539

人,合 計2,839人(回 収率93.5%)で あ った.

全 年代 での排尿後尿洩れ の発症率 は,2.839人 中486

人,17.1%で あ った.各 年代の排尿後尿 洩れの発症率

は,20歳 代 の11.5%か ら,50歳 代 の26.9%で あ り,年

齢が高 くなるにつ れて,尿 洩 れの発症率 も有意に高 く

なった(p<0.001)(Table2).

排 尿 後尿 洩 れ の頻度 は,Table3に 示 してあ る.

「ほ とん ど毎 日」 とい う恒常 的尿 洩れ経験者 は
,20歳

代 で12.1%,30歳 代 で3.7%,40歳 代 で16.7%,50歳

Table2.Incidenceofpostmicturitiondribbleby

ageg「oup

Age(years)*n
Postmicturitiondribble*

Numbers(%)

79(ll.5)

109(13.2)

153(19.4)

145(26,9)

考

20-29

3(〉-39

40-49

50-59

686

824

790

539

2β39 486(17.1)

察

Total

n:Numbcrofrespondents
*p<0 .001f`)ragevsincidenceofpostmicturition

dribble:Spearman'srankcorrelationtest

排尿後尿洩れの発症率に関する論文は文献的には見

当らず,今 回のわれわれの報告が最初であるとおもわ

れる.わ れわれのアンケー ト調査によると,そ の発症

率は17.1%で あった.し たがって,本 邦の若年および

中年男子のほぼ6人 に1人 の割合で,排 尿後尿洩れを

経験 していることになる.「ほとんど毎日」 という恒

常的尿洩れ経験者の頻度は,尿 洩れ経験者の14.0%を

占め,こ れは,全 対象者の2。3%,約50人 に1人 の割

合であった.尿 洩れの程度は,大 部分の人(93.2%)

は下着に滲みがついた り,濡 れた りする程度である

が,21.9%の 人はズボンに滲みがつ く程度を経験 して

いる.年 齢との関係では,年 齢が高 くなるにつれて,

排尿後尿洩れの発症率は高 くなり,頻 度 も多くな り,

またその程度 も強 くなる傾向を認めた.

ちなみに,本 邦の成人女性の腹圧性尿失禁の発症率

は17、2%～32%と 報告されている3～5)ま た恒常的な

尿失禁の頻度は,1.0%と 報告されている5)こ れら

の女性の尿失禁の発症率と比較 しても,こ の成人男性

における排尿後尿洩れの発症率は,決 して少ない数字

ではない.従 って,排 尿後尿洩れは,成 人男性におい

ては決 して稀な病態ではなく,潜 在的な症例が予想以

上に多数存在 していると推定された。 しかし,わ れわ

れのアンケー ト調査上の問題点 として,今 回の質問内

容では,排 尿後陰茎を十分に振 らないために生じる尿
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Table3.Frequencyofpostmicturitiondribblebyagegroup

Ag♂ Almostdaily"
Onceor
twiceaweek*

Onccor

twiceamonth不

Onceor

twiceayear'

Onceor
twiceinlifetime'

20-29(n=66)

30-39(n=109)

40A9(n=150)

50-59(n=145)

8(12」%)

4(3,7%)

25(16.7%)

29(20.0%)

6(9」%)

20(18.3%)

29(19.3%)

34(23.4%)

20(30.3%)

36(33.0%)

45(30.0%)

43(29.7%)

16(24.2%)

9(8.3%)

28(18.7%)

16(11.0%)

16(24.2%)

40(36.7%)

23(15.3%)

23(159%)

Total 66(14.0%) 89(18.9%) 144(30.6%) 69(14.7%) 102(21.7%)

Eachfigureabovercprcscntsthenumberofcases(%)
n:NumberofthosewhohadexperiencedpostMicturitiondribble
*p<0 .001foragevsfrequencyofpostmicturitiondribble:Spearman'srankcorelationtest

Table4.Degreeofpostmicturitiondribblebyagegroup

Age† ‡ Spottingorwettingunderwear†Spottingorwettingtrousers‡

20-29(n=59)

30-39(n=106)

40-49(n=150)

5〔〉-59(n=145)

48(81.4%)

88(83.0%)

150(100%)

145(100%)

ll(18.6%)

18(17.0%)

30(20.0%)

42(29.0%)

Total 431(93,7%) 101(21.9%)

Each丘gureaboverepresentsthenumberofcases(%)

n=Numberofthoscwhohadexperiencedpostmicturkiondribble

†p〈 α001fbragevsspottingorwettingunderwear:Spearman'srankcorelationtest

‡p=0.023f()ragevsSpottingorwcttingtrousers:Spearman'srankcorelationtest

Table5.Circumstanceswhenpostmicturitiondribbleoccurs.

Age(year)

20-29
(n=66)

30-39
(n=109)

40-49
(n=150)

50-59
(n=145)

Afterputtlngawaypenisintounderwearafterurinating

Immediatelyafterleavingthebathroom

Whensittingdown

Whenbendingdown/leaninglbrward

Whenliftingaheavyobject

Whentensingtheabdominalmuscle

60(9LO%)92(84.4%)

16(24.2%)25(22.9%)

7(10.6%)1(1.0%)

2(3.0%)1(1.0%)

03(2.8%)

03(2.8%)

ll4(76.0%)

59(39.3%)

5(3.3%)

1(0.7%)

2(1.3%)

7(4.7%)

rlO(75.8%)

71(49.0%)

3(2.1%)

20(13.8%)

2(1.4%)

7(4.8%)

Eachfigureaboverepresentsthenumberofcases(%)
n:Numbcrofthosewhohadexperiencedpostmicturitiondribble

洩れとの鑑別がで きないこと,ま た,対 象者の職種が

特定のものに偏っていることな ど,が あげ られる.

従って,今 回の排尿後尿洩れの発症率の厳密性に関し

ては一定の限界があると考える.ま た,排 尿後尿洩れ

が,ど の程度生活の質に影響 しているのか,ど の程度

不便なのかについては,今 回の質問項目に入れていな

かったので,こ れらの問題点は今後の検討課題と考え

ている.

排尿後尿洩れの原因は,排 尿終了後に球部尿道に尿

が停滞(球 部尿道内残尿)し,こ れが座位や体の前屈

などによって圧迫され,外 尿道口か ら洩れるためであ

る.わ れわれは,ビ デオ録画による排尿時尿道膀胱造

影の解析により,こ の尿道内残尿が起こることを報告

している2).こ の尿道内残尿が発生する原因 として

は,球 部尿道海綿体筋の収縮不全,外 尿道括約筋の機

能不全などが推定されているが,多 くの場合不明であ

る.し かし,排 尿後尿洩れが尿道の器質的疾患で起 こ

る場合 もある.尿 道狭窄による球部尿道の器質的な憩

室様拡張,経 尿道的前立腺切除術術後の外尿道括約筋

障害および膀胱頸部硬化症などが,排 尿後尿洩れの原

因として報告 されている1'2)

年齢が高 くなるに従 って,排 尿後尿洩れの頻度も程

度 も強 くなるのは,加 齢による球部尿道海綿体筋や外

尿道括約筋の機能低下のためと推定 される.

さらに,排 尿の仕方により,こ の尿洩れが起こる場

合があることに注意する必要がある.排 尿の際,ペ ニ

スをパ ンッの前のスリットから出さないで,パ ンツだ

け,ま たはズボンとパ ンッを一緒に下げて,パ ンツの

ゴムの上からペニスを出 して排尿する人がいる.こ の

時,陰 茎陰嚢移行部にパンッのゴムが当たるため,そ

の部分の陰茎部尿道が圧迫され,球 部尿道内残尿が生

じ,排 尿後尿洩れが起 こるのである.こ の排尿の仕方
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は,現 在の10～20歳 代の若年者では,一 般的に行われ

ている.そ の背景の一つ として,若 者向けのブリーフ

や トランクスには,お 酒落のためか,排 尿のための前

開きのスリットがないものが販売されていることにあ

ると思われる.

排尿後尿洩れの治療は,排 尿終了時に,会 陰部を手

指で圧迫 して,球 部尿道内残尿を機械的に排出させて

しまうことである.も しこの方法で尿洩れが改善 しな

かったり,そ の他の排尿異常の症状を合併 している場

合は,尿 道造影や尿流動態検査を考慮 しなければなら

ないだろう.

結 語

北海道都 市部 お よび東京在住 の20歳 代か ら50歳 代の

一般事務 系サ ラ リーマ ン2
,839人 よ りえ られた,自 己

記 入方式 のア ンケー ト調査 よ り,排 尿後尿洩れの発症

率,頻 度,程 度 お よび発現状況 などを検討 した。排尿

後尿洩れ の発 症率 は,17.1%で あ った.「 ほ とん ど毎

日」尿洩 れを経験 してい る人 は,排 尿後尿 洩れ経験者

の14.0%を 占 めた.こ れ は,全 対 象者 の2.3%,約50

人 に1人 の割合であ った.こ れ らの結果 より,排 尿後

尿洩れは成人男性において決して稀 な病態でなく,わ

れわれの予想以上に多数の潜在的排尿後尿洩れ症例が

いると推測された.
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